　　　　　　　　　　　　　　　　　理科学習指導案
授業　　東広島市立福富中学校
　研修グループ　Ｐグループ　　　　　　　
安芸高田市立美土里中学校
三次市立三和中学校
１　日　時　　平成30年12月18日（火）　第３校時
２　学年・学級・場所　　１年Ａ組（男子６名，女子７名，合計13名）　理科室
３　単元名　　大地の変化　第１章　火をふく大地（マグマのねばりけと火山の形の関係）
４　単元設定の理由
（１）単元観
　　　本単元は，中学校学習指導要領理科（平成20年告示）[第２分野]（２）「大地の成り立ちと変化」の「ア　火山と地震」における「火山の形，活動の様子及びその噴出物を調べ，それらを地下のマグマの性質と関連付けてとらえるとともに，火山岩と深成岩の観察を行い，それらの組織の違いを成因と関連付けてとらえること。」を受けて設定した。また，学習指導要領解説には，「溶岩が釣り鐘状に盛り上がっているものと，広く平らに広がっているものとを比較し，溶岩の流出の様子から地下のマグマの存在に気付かせるとともに，火山の形や噴火活動の様子がマグマの粘性と密接な関係があることを考察させる。」と明示されている。
本単元の学習に当たり，生徒は小学校第６学年で，火山の噴火によって土地が変化することや火山噴出物についての初歩的な学習をしている。
また，中学校学習指導要領（平成29年告示）解説理科編には，理科改定の要点の中で，「単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能力の育成に向けて，生徒の「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を図るようにすること。その際，理科の学習過程の特質を踏まえ，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察,実験を行うことなどの科学的に探究する学習活動が充実するようにすること。」と示されている。本単元では，マグマのねばりけと火山の形の関係について調べるために，石こうを使った実験を計画し，関係性について考察していく。その過程で，班活動など対話的な活動を仕組み，深い学びへとつなげていく。これらのことから，本単元は，「主体的・対話的で深い学び」を実践し，科学的に探究するために必要な資質・能力，特に観察・実験の結果を分析・解釈し，新たな知識を獲得する力を育成するために適した単元であると言える。
（２）生徒観
　　　自分の意見を述べることに対して意欲的な生徒が多く，なぜそう考えるのか意見をはっきり述べることができる。しかし，グループでの話し合いなど対話を行う場面では，発言する生徒が固定化されており，発言力があり学力の高い生徒に，課題に対しての解答を任せてしまう傾向がある。
　　　この単元を学習するにあたり，レディネステストを実施した。結果は以下のとおりである。
①火山に興味がありますか。　　　ある ８人（62％）　　　ない ５人（38％）
　　　　②火山が噴火すると，何が出てきますか。
　　　　　　よう岩 ９人　　　マグマ ８人　　　火山灰 ５人　　　雷 １人
　　　　③知っている火山の名前をすべて書きましょう。
　　　　　　桜島 ７人　　　富士山 ５人　　　阿蘇山 ４人　　　竜王山，昭和新山，御嶽山 各１人
　　　　④火山による災害には，どんなものがありますか。
　　　　　　灰が降る ７人　　　石が飛んでくる，地割れ 各３人　　　建物が崩れる ２人
　　　　　　火事，噴火，道がよう岩でふさがれる 各１人

（３）指導観
　　　小学校での学習やニュースなどで，火山とはどのような山であるかはおおむね理解できているが，その火山の中に違いがあることは把握できていない。石こうのねばりけを変えながらモデル実験を行い，その結果から実際の火山でもねばりけのちがいから火山の形のちがいが生じることを気づかせたい。
また，「グループで話し合いをする前に個人思考の時間を確保し自分の意見を持たせる」，「班長を指名して必ず全員が自分の意見を述べる機会があるように司会をさせる」という対話的な活動に対する工夫により，多様な意見を全体で共有することができ，自分と他の生徒との考え方の違いが明確になる。その結果，全体の思考が深まると考えられる。そして，学習のまとめを他の生徒の意見を取り入れながら自分の言葉で文章化させることにより，学習内容が定着しやすくなると考えられる。なお，重要語句として，「ねばりけ」という語を用いて表現できるよう指導していく。

５　指導内容の系統性










６　単元の評価規準
（１）単元の目標
　　　大地の活動の様子や身近な岩石，地層，地形などの観察を通して，地表に見られる様々な事物，現象を大地の変化と関連付けて理解させ，大地の変化についての認識を深める。

（２）単元の評価規準
	関心・意欲・態度
	科学的な思考・表現
	観察・実験の技能
	知識・理解

	火山と地震，地層の重なりと過去の様子に関する事物・現象に進んでかかわり，それらを科学的に探究するとともに，自然環境の保全に寄与しようとする。
	火山と地震，地層の重なりと過去の様子に関する事物・現象の中に問題を見いだし，目的意識をもって観察，実験などを行い，事象や結果を分析して解釈し，自らの考えを表現している。
	火山と地震，地層の重なりと過去の様子に関する事物・現象についての観察，実験の基本操作を習得するとともに，観察，実験の計画的な実施，結果の記録や整理など，事象を科学的に探究する技能の基礎を身に付けている。
	観察，モデル実験などを行い，火山と地震，地層の重なりと過去の様子に関する事物・現象についての基本的な概念や規則性，関連性などを理解し，知識を身に付けている。


７　指導と評価の計画（全７時間）
	時
	学　習　内　容
	評　　　　　価
	評価方法

	
	
	ア
関心
	イ
思考
	ウ
技能
	エ
知識
	評　価　規　準
	

	１
	【単元の導入】
１火山の姿
・火山噴火の様子
・世界の火山分布
・教科書の火山の例（伊豆
大島火山，普賢岳）や動画から，何が原因で火山の形のちがいが生じているのか，仮説を立てる。
（本時１）
	〇
	〇
	
	
	日本には火山が集中していることに気づき，火山噴火を通した大地の変動について関心をもつことができる。
火山の形がちがう原因について，動画や写真から溶岩の性質と関連付けながら仮説を立てることができる。
	発表
行動観察
ノート

	２
	　・石こうを用いた実験
　　火山の形や噴火のようすなどにちがいが生じる原因を調べる。
　・前時に作成した，石こうの火山模型を比較することで，マグマの粘性と火山の形の関係について考える。

（本時２）
	
	○
	
	
	実際の火山の形と，石こうのモデル実験を関連づけて一般化し，マグマの粘性のちがいと火山の形の関係に気づくことができる。
	発表
行動観察
まとめ

	３
	２火山が生み出す物質
・火山噴出物
・火山灰にふくまれるもの
・火山灰の観察により，火山
噴出物には，マグマが冷え　
て結晶になった鉱物がふくまれていることを確認する。
	
	
	○
	
	※評価問題の実施
ルーペなどを用いて鉱物各種の色や形に着目してスケッチし，分類してまとめ，火山灰を構成する粒子を区分することができる。
	発表
行動観察

ノート

	４
	・火山灰の降り積もり方
・火山灰の性質による，火山の特定
　・火山灰層の厚さと，火山からの距離の関係を，表から考える。
	
	○
	
	
	火山灰の性質を利用して，離れた場所の火山灰層どうしを比較することができる。そして，その層の厚さと火山からの距離の関係に気づくことができる。
	発表
ノート
まとめ

	５
	３火山活動と岩石
　・火成岩のつくり
　・つくりのスケッチ
　・スケッチの特徴から，分類
してみる。
	
	○
	
	
	火成岩の色はふくまれる鉱物の割合と関連があることに気づき，火成岩の色とマグマの粘性について，関連付けて考えることができる。
	発表
ノート

	６
	　・火山岩と深成岩のちがい
　・鉱物の割合による，岩石
　　の分類
　・火成岩の利用
　・どのような場所で利用さ
れているか，調べ学習を
行う。
	
	
	
	○
	火成岩や火山灰を，ふくまれている鉱物の割合で分類し，マグマの性質や溶岩の色など，図や表を用いて説明できる。
	発表
ノート
まとめ

	７
	４火山活動による災害
・火山活動にともなう災害の調べ学習
　・ハザードマップ
　・まとめ
	
	
	
	○
	火山噴火による災害にはどのようなものがあり，それらが発生するしくみを火山活動と関連づけて理解することができる。
	発表
ノート
まとめ


８　本時１の展開
（１）本時の目標　
火山の形がちがう原因について，動画や写真から仮説を立てることができる。
（２）観点別評価規準
日本には火山が集中していることに気づき，火山噴火を通した大地の変動について関心をもつことができる。【関心・意欲・態度】
火山の形がちがう原因について，動画や写真から溶岩の性質と関連付けながら仮説を立てることができる。【科学的な思考・表現】
（３）準備物
　教科書，ファイル，資料集，電子黒板，石こう，皿，定規，ビニール袋，しぼり袋
（４）学習の展開（１時間目／全７時間）
	学習活動
	◇指導上の留意事項　◎発問　〇生徒の反応

学びあいかかわりあう活動
	評価規準

	１．瞑目，あいさつ
　　導入
	◇自ら率先して，素早い行動をするよう意識させる。
◎before＆afterの質問「火山はどのような山だろうか。また，私たちの生活にどのような影響を与えているだろうか。」に取り組む。
◇小学校の既習事項や，生活体験で知っていることを確認する。発表などで，意見を共有する。
	日本には火山が集中していることに気づき，火山噴火を通した大地の変動について関心をもつことができる。【関心・意欲・態度】

	２．本日のめあての確認

３．世界と日本の火山の分布の図を確認する

４．火山のなかま分けを行う。
＜集団思考３分＞ 

５．普賢岳と伊豆大島火山の動画や写真から，「同じ点」「ちがう点」を見出す。

	◇世界でも，日本は火山の地多い地域であり，日本にとって火山は身近なものであることを気づかせる。
◇火山の写真（普賢岳，昭和新山，伊豆大島火山，キラウェア）のなかまわけを行う。なぜそのように分けたのか，必ず理由を書かせる。
◇動画を視聴する。
NHK for school「火山活動」
Scene２遠くまで流れる溶岩（伊豆大島火山）
Scene３溶岩ドームを作る溶岩（普賢岳）
◇電子黒板に画像がとどまらないので，黒板掲示用に写真を準備しておく。
◇溶岩ドームの形成が噴火と認識しづらい（赤くないから温度が低い，火砕流が流れているから噴火である）ので，高温であること，溶岩ドームの形成自体が噴火であることを，動画視聴中に補足する。

◇２つの火山の写真に，直接意見を書き込む。
〇同じ点　　けむりが出る，温度が同じ，
　　　　　　噴火をするなど

〇ちがう点　溶岩の色，溶岩の見た目（普賢岳はドームをつくる），溶岩が流れるか，流れないかなど
	

	
	
	

	
	
	

	
	◇「～ならば，平らな形（盛り上がった形）の火山ができる。」と文型を固定し，記入させる。


◇生徒から「ねばりけ」の語句が出てこない場合には
教師側から教える。

◇各グループで，ねばりけのちがう石こうを用いて，それぞれ噴火のモデル実験を行う。

　　　ねばりけ大　石こう：水＝100g：60g
　　　ねばりけ小　石こう：水＝ 60g：60g
◇実験で使用する石こうを，前もってしぼり袋に入れておき，その状態で配付する。
◇作成したモデルは，次時で使用する。
	火山の形がちがう原因について，動画や写真から岩の性質と関連付けながら仮説を立てることができる。【科学的な思考・表現】

	６．仮説を立てる。

　＜個人思考３分＞

　　＜集団思考５分＞ 


７．石こうを使って，噴火のモデル実験を行う。

	
	

	


（５）板書計画
	本時のめあて火山の形がちがう原因について，動画や写真から仮説を立てることができる。

	
	同じ点
・赤い所がある。
・煙が出ている。
・ガスが出ている。

	ちがう点
・色がちがう。
・マグマが流れるか
流れないかがちがう。

	仮説～ならば，平らな形（盛り上がった形）の火山ができる。と記入する。
	溶岩が流れやすいと遠くまで流れていき，平らな形の火山になる。
溶岩が流れにくいとその場にとどまり，盛ったような形の火山になる。
「ねばりけ」

	
	


９　本時２の展開
（１）本時の目標
火山の形がちがう原因を，理由をつけて説明することができる。
（２）観点別評価規準

　　　実際の火山の形と，石こうのモデル実験を関連づけて一般化し，マグマの粘性のちがいと火山の形の関係に気づくことができる。【科学的な思考・表現】
（３）準備物
　教科書，ファイル，資料集，電子黒板，石こう，皿，定規，ビニール袋，しぼり袋
（４）学習の展開（２時間目／全７時間）
	学習活動
	◇指導上の留意事項　◎発問　〇生徒の反応

学びあいかかわりあう活動
	評価規準

	１．瞑目，あいさつ
　　導入　前時の復習
仮説の確認
	◇自ら率先して，素早い行動をするよう意識させる。
◇前時に立てた，「火山の形がちがう原因は，溶岩が流れやすいか，流れにくいかという性質のちがいではないか。」などの仮説を想起させる。
	

	２．本日のめあての確認

３．模造紙に高さ，すそ野の広　
　　さを記入し比較する。

４．実験結果のちがいから，火山の形がちがう原因を考える。
　　＜個人思考３分＞

　　＜集団思考５分＞ 

　　　グループ発表


	◇前回の授業で作成した石こう火山の，高さ，幅を定規で計測して，目盛りに合わせて記録する。目盛りの大きさは統一する。

◇提示した火山の形と結びつけながら考えさせる。
◇なぜそう考えたのか，必ず理由を述べさせる。
○ねばりけの大きい石こうを使ったほうが，遠くに流れていかないで盛ったような形になる。普賢岳に似ている。
○ねばりけの小さい石こうを使ったほうが遠くまで流れて平らな形になる。伊豆大島火山に似ている。
○ねばりけの小さいほうがかたまりにくい。
◇水の蒸発と冷却で固まり方が違うことに留意させる。

	実際の火山の形と，石こうのモデル実験を関連づけて一般化し，マグマの粘性のちがいと火山の形の関係に気づくことができる。【科学的な思考・表現】

	５．高温での溶岩の様子（ねばりけの大きいものと小さいものを比較した画像を見せる。）
６．授業のまとめを記入する。

７．まとめの発表
	◇動画で確認する。
NHK for school「火山活動」
Scene５溶岩の性質の違い
◇ねばりけの違いは，噴火の様子や溶岩の色の違いにも関係があることに着目させる。
◇「ねばりけ」という言葉を使ってまとめさせる。
◇良いまとめを書いている生徒を指名し，思考を全体
　に共有させる。
	


(５)板書計画
	本時のめあて火山の形がちがう原因を，理由をつけて説明することができる。

	
	仮説
溶岩が流れやすいと遠くまで流れていき，平らな形の火山になる。
溶岩が流れにくいとその場にとどまり，盛ったような形の火山になる。
　　　　　　　溶岩の「ねばりけ」のちがい？

	考察実験結果のちがいから，火山の形がちがう原因を考える。
	授業のまとめ
火山の形がちがう原因は，マグマのねばりけである。マグマのねばりけが大きいと，あまり遠くに流れずに盛ったような形の火山になる。ねばりけが小さいと，遠くに流れて平らな火山になる。


	
	


10．本時２の評価
（１）評価方法
研究授業の次時の導入として評価問題を実施する。実施後に，なぜその解答になったのか，根拠を説明しながらグループで協議させる。その後，教師からの解説を加えて，自分で採点をさせる。定期考査でも同様の問題を実施し，学習内容の定着度を図る。

（２）評価問題


　　問題用紙

　結菜さんと咲良さんがある島へ海外旅行に行きました。以下の文章は観光で訪れた火山付近での２人の会話です。文章を読んで，次の問いに答えなさい。
結菜：レンタカーを借りたので，のんびりと観光ができるね。
咲良：でも，車は左ハンドルだし，右側通行だから，なんだか不思議な感じがするね。
結菜：まあ，もう少ししたら慣れるんじゃない？
咲良：でも，けっこう運転してるけど，なかなか目的地の火口につかないね。
結菜：え，今火口の近くなの？ほとんど上っている感じがしないから，まだまだ遠くだと思ってた。
　　　　　長崎の雲仙普賢岳とか，熊本の阿蘇山とかとずいぶん違うね。

咲良：でも，カーナビだとそろそろ到着するらしいよ。海外でも日本語でしゃべってくれるから助かるよね。
結菜：本当だね。あ，もう到着したみたいだよ。



～博物館を見て，展望台へ移動。日も落ちて，あたりは薄暗くなってきた。～
咲良：さっき博物館で見た溶岩，すごかったね。
結菜：赤い溶岩がふき出していて，まるで噴水みたいだったね。
咲良：あのあたりが噴火口みたいだね。すごい！赤く光っている！
結菜：本当だ。マグマの赤い色がよく見えるね。とっても幻想的だね。
問題①　文章を読んで，二人が訪れた火山の横から見たおおよその形を，左の枠内に描きなさい。
　　　　　　また，その特徴を右の枠内に文章で説明しなさい。
問題②　①のように判断した根拠となる文を抜き出し，その文から読み取ることができる火山の形を
判断する理由を書きなさい。
（３）評価基準
　　問題①について
	正　　答
	誤　　答

	図：正しい
	図：正しい
	図：正しい
	図：適切でない
	図と特徴の両方が適切でない

	特徴：傾斜が緩く，
　　　裾野が広く，
　　　平らな山であ

ることを説明

している。
	特徴：左記のうち
どれか１つ以上記述している。
	特徴：適切でない
	特徴：正しい
	


　　問題②について
	正　　答
	誤　　答

	抜き出した文
赤い溶岩がふき出していて，まるで噴水みたい。
	抜き出した文
ほとんど上がっている感じがしない。
	抜き出した文
赤い溶岩がふき出していて，まるで噴水みたい。
	抜き出した文
ほとんど上がっている感じがしない。
	文と理由の両方が適切でない

	判断する理由
ねばりけの少ない溶岩だから。
	判断する理由
傾斜が緩やかだから。
	判断する理由
（文と対応しない）
	判断する理由
（文と対応しない）
	


　　目標が達成できなかった生徒への支援
　　　問題①が不正解の生徒には，前時で使用した写真を用いて確認し，火山の形状を学習ノートに文章で表現する。問題②が不正解の生徒には，実験で作成した石こう火山がなぜそのような形になったのか理由をもう一度考えさせ，マグマのねばりけと火山の形の関係の定着を図る。
中学校　第１学年


地層の重なり方と過去の様子





小学校　第５学年


流水の働き


・流水の働き（侵食・運搬・堆積）


・川の上流・下流と川原の石


・雨の降り方と増水





中学校　第３学年


生物と環境


・自然界のつり合い


・自然環境の調査と環境保全


　（地球温暖化，外来種を含む）





小学校　第６学年


土地のつくりと変化


・土地の構成物と地層の広がり


・地層のでき方と化石


・火山の噴火や地震による土地の変化





中学校　第３学年


自然の恵みと災害





中学校　第１学年


火山と地震


・火山活動と火成岩


・地震の伝わり方と地球内部の働き





中学校　第３学年


自然環境の保全と科学技術の利用





※　研究授業後の協議において，本時の内容を前後の授業内容と整理，再構成し，本時１，本時２の２つの授業に変更している。





火山の形がちがう原因について，動画や写真から仮説を立てることができる。














お互いの意見を認め合うことができたか。





生徒のまとめ例


溶岩が流れやすいと遠くまで流れていき，平らな形の火山になる。


溶岩が流れにくいとその場にとどまり，盛ったような形の火山になる。





キラウェア





昭和新山





伊豆大島火山





普賢岳








４班


仮説








３班


仮説








１班


仮説








２班


仮説





火山の形がちがう原因を，理由をつけて説明することができる。











お互いの意見を認め合うことができたか。





生徒のまとめ例


火山の形がちがう原因は，マグマのねばりけである。マグマのねばりけが大きいと，あまり遠くに流れずに盛ったような形の火山になる。ねばりけが小さいと，遠くに流れて平らな火山になる。





伊豆大島火山





普賢岳





４班





実験結果





３班





実験結果





２班





実験結果





１班





実験結果





４班


考察





３班


考察





２班


考察





１班


考察
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